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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
清
福
と
ご
繁

栄
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
で
は
、
三
位
一
体
の
改
革
が
進
め
ら

れ
、
今
後
、
国
庫
支
出
金
の
削
減
、
ま
た
景

気
の
低
迷
が
続
く
な
か
、
税
の
増
税
が
見

込
め
な
い
状
況
な
ど
か
ら
、
行
財
政
改
革

を
一
層
推
進
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
昨
年
六
月
に
実

施
し
た
合
併
に
関
す
る
住
民
投
票
の
結
果

を
踏
ま
え
、
厳
し
い
行
財
政
状
況
に
適
切

に
対
応
し
な
が
ら
住
民
ニ
ー
ズ
に
密
着
し

た
効
率
の
良
い
行
財
政
運
営
を
進
め
て
い

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
も
『
第
四
次
総
合
計
画
』
の
基
本

理
念
の
も
と
、
自
助
・
共
助
・
公
助
で
住

民
協
働
に
よ
る
「
安
全
で　

安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
ま
ち
」
を
目
指
し
た
各
種

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
づ
く
り
と
人
づ
く
り
を
基
本
と
し

た
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
乳
幼
児
・
児
童

生
徒
医
療
費
助
成
、
延
長
保
育
の
充
実
な

ど
の
少
子
化
対
策
事
業
、
高
齢
者
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
施
策
と
し
て
シ
ニ
ア

サ
ー
ク
ル
の
育
成
、
三
世
代
ふ
れ
あ
い
交

流
事
業
の
充
実
な
ど
の
高
齢
者
対
策
事
業
、

生
涯
・
学
校
・
家
庭
教
育
施
策
と
し
て
学

習
情
報
提
供
相
談
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
歴

史
文
化
ふ
る
さ
と
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
実
施

な
ど
の
歴
史
文
化
教
育
事
業
、
社
会
的
弱

者
対
策
、
情
報
提
供
施
策
と
し
て
地
域
住

民
主
体
に
よ
る
防
災
訓
練
な
ど
の
実
施
、

緊
急
時
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
（
携
帯
メ
ー

ル
）
の
導
入
な
ど
の
防
災
防
犯
対
策
事
業
、

ま
た
、
廃
棄
物
減
量
化
・
資
源
化
・
リ
サ

イ
ク
ル
化
施
策
と
し
て
循
環
型
社
会
の
啓

発
・
教
育
の
推
進
、
住
民
協
働
に
よ
る
循
環

型
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
の
環
境
対
策
事

業
を
積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
限
ら
れ
た
財
源
の
な
か
で
新

た
な
行
政
課
題
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
、
財
政
健
全
化
に
向
け

た
行
財
政
改
革
を
断
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
と
行
政
が
と
も
に
厳
し
さ

に
立
ち
向
か
い
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

笠

松

町

長　

広

江

正

明

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
町
議
会
を

代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
町
政

発
展
並
び
に
議
会
運
営
諸
般
に
わ
た
り
格

別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
国
内

各
地
で
の
地
震
や
集
中
豪
雨
、
台
風
な
ど

の
ニ
ュ
ー
ス
に
続
き
、
国
外
に
お
け
る
中

東
各
地
で
の
テ
ロ
に
至
っ
て
は
、
今
な
お
、

終
わ
る
こ
と
な
く
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
日
、
長
引
く
景
気
の
低
迷
に
よ
る
産

業
・
雇
用
構
造
の
変
化
、
加
速
化
す
る
少
子

高
齢
化
や
高
度
情
報
化
、
国
際
化
の
進
展
、

人
々
の
価
値
観
の
変
化
な
ど
、
ま
さ
し
く

時
代
の
転
換
期
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国

の
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
伴
い
、
地
方

自
治
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
く
変
貌
し

て
お
り
、
住
民
に
身
近
で
総
合
的
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
行
政
の
役
割
が
ま

す
ま
す
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

　

我
々
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
地
方

を
取
り
巻
く
情
勢
を
的
確
に
見
極
め
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
何
事

に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
気
概
と
想
像
力
を

駆
使
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
に
積
極
的
に
取

り
組
み
、
引
き
続
き
安
心
・
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
と
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
議
会
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
行
財
政
改
革
と
住

民
協
働
を
推
進
し
、
皆
様
が
た
の
ご
期
待

に
応
え
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
い
た
す

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
相
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
衷
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

笠
松
町
議
会
議
長　

安

田

敏

雄
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改　　　革　　　案事　務　事　業　名

　　　「安全で　安心して　暮らしていけるまち」
☆少子化対策事業（子育て支援施策）
　仕事と子育ての両立にかかる負担感や子育ての負担感を緩和するために、保育施策の充実や子ど
もの疾病の発生予防の充実に努めます。
　乳幼児・児童・生徒医療費助成事業�放課後児童クラブの実施�コミュニティママ子育てサポート事業�他

☆高齢者対策事業（高齢者を活かしたまちづくり施策）
　高齢者のみなさんが今まで培ってきた知識・経験や更なる学習により得た知識を地域で発揮し、高
齢者みんなで地域を活性化して行くシステムを構築します。
　シニアサークルの育成　シニアグループ活動支援事業　街かどデイハウス事業の導入　他

☆歴史文化教育事業（生涯・学校・家庭教育施策）
　地域のさまざまな人びとがこれまでの経験や学習から得た知識や技術を共に活かしながら、子ど
も同士、大人同士、子どもと大人、そして幅広い年代の人びとがふれあう交流活動（ボランティア活
動や体験活動）や学習活動（地域課題学習、生活課題学習など）を通じ、家庭と地域の教育環境の活
性化を目指します。
　地域に開かれた特色ある学校づくりの推進　学習情報提供相談システムの構築　歴史文化ふるさ
とサポート事業の実施　他

☆防災防犯対策事業（社会的弱者対策、情報提供施策）
　地域住民自ら、地域の状況や特性を把握し、災害・犯罪発生時には、迅速な社会的弱者への支援活動
ができるとともに、スピーディーかつ正確な情報提供ができる環境を目指します。
　家具転倒防止補助器具取付事業　コミュニティ安心マップ作成事業　緊急時情報伝達システムの
導入　他

☆環境対策事業（廃棄物減量化・資源化・リサイクル化施策）
　循環型社会の形成に向けて、ごみ処理の基本理念について、これまでの「リサイクル型」から、ご
みの発生抑制（リデュース：������）、再使用〈リユース：�����）、再資源化（リサイクル：�������）
の総合的な取組みを推進する「循環型：３�」に発展させます。
　循環型社会の啓発・教育の推進　住民協働による循環型システムの構築　事業系ごみ対策の強化　他

将来ビジョンと特化する施策

　

十
一
月
二
十
七
日
（
土
）
役
場
で

第
五
回
笠
松
町
行
財
政
改
革
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
今
回
か
ら
会
議
時
間
を

半
日
か
ら
一
日
に
拡
大
し
、
町
の
主

要
施
策
で
あ
る
各
柱
の
事
務
事
業
に

つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
町
か
ら
は
一
般
職
職
員

の
定
員
管
理
や
職
員
手
当
の
削
減
に

よ
る
人
件
費
削
減
案
を
始
め
、
笠
松

町
に
と
っ
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
と
も
い
え
る
、
乳
幼
児
・
児

童
・
生
徒
医
療
費
助
成
事
業
に
お
け
る

対
象
年
齢
を
見
直
し
、
入
院　

歳
、
通

１５

院　

歳
ま
で
と
す
る
改
革
案
の
ほ
か
、

１０
南
事
務
所
を
廃
止
す
る
な
ど
の
公
共

施
設
再
編
案
な
ど
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
改
革
案
に
対
し
、
乳
幼

児
・
児
童
・
生
徒
医
療
費
助
成
事
業

で
は
、「
入
院
、
通
院
と
も
年
齢
で
は

な
く
小
学
校
あ
る
い
は
中
学
校
卒
業

ま
で
と
い
う
節
目
ま
で
の
助
成
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
か
」、
と
い
っ

た
意
見
や
「
行
革
と
い
う
こ
の
時
期

に
他
市
町
村
の
状
況
な
ど
も
踏
ま
え
、

町
の
財
政
の
現
状
、
時
節
に
対
応
し

た
基
本
を
作
る
べ
き
だ
」
な
ど
と

い
っ
た
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
医
療
費
助
成
事
業
を
子

育
て
支
援
策
全
体
の
中
で
捉
え
、
小

学
校
五
年
生
児
童
全
員
に
児
童
生
活

習
慣
病
検
査
を
実
施
す
る
予
防
施
策

や
子
育
て
と
就
労
の
両
立
と
い
っ
た

働
く
親
な
ど
の
支
援
な
ど
の
充
実
を

行
っ
て
行
き
た
い
旨
説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
り
休
止
し
た
町
民
プ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
年
間
維
持
費
と
し

て
八
百
万
円
、
修
繕
し
た
場
合
に
は

二
千
五
百
万
円
ほ
ど
の
経
費
が
掛
か

る
半
面
、
年
間
入
場
料
は
七
十
五
万

円
と
費
用
対
効
果
が
今
後
も
低
下
す

る
こ
と
が
推
察
で
き
、
こ
の
際
、
施

設
を
取
り
壊
し
、
水
遊
び
場
的
要
素

を
持
っ
た
公
園
の
一
部
と
し
て
整
備

し
た
い
と
い
う
提
案
に
対
し
て
は
、

「
利
用
者
が
こ
れ
だ
け
少
な
い
の
で

あ
れ
ば
廃
止
し
た
ほ
う
が
良
い
」
ま

た
、「
今
の
施
設
で
は
時
代
遅
れ
で

無
理
に
残
す
必
要
は
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
今
回
ま
で
に
提
案
し
た
改
革

案
は
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

第
５
回
推
進
委
員
会
開
催

シリーズ行財政改革⑥

　

昨
年
七
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
も
新
年
を
迎
え
、

大
詰
め
の
時
期
に
入
っ
て
き
ま
し
た
。

　

最
終
的
な
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
策
定
に
は
ま
だ
暫
く
の
時
間
を

必
要
と
し
ま
す
が
、
今
月
号
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
改
革
案
と
し
て
提
案
し

た
主
要
施
策
の
事
務
事
業
を
町
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
の
審
議
状
況

を
伝
え
な
が
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般職職員の定員管理
　平成１６年度から平成２２年度までに３０人の職員を削減
　　１６７人　→　１３７人（平成１６年度７人削減）
一般職職員の人件費削減
　平成１７年度から１９年度の３カ年で７４�５８２千円の削減
　　【定員管理による分】　　　　　５７�２９２千円
　　【職員手当削減による分】　　　１７�２９０千円
　　　管理職手当　　　２０％削減　　　　　　　　　　　　
　　　時間外勤務手当　２０％削減　　　　　　
　　　期末勤勉手当　　役職加算　５０％削減
グループ制の導入など
　　職員一人当たりの事務量を平準化し、事務処理の迅速化や組織のスリム化を図る。
　・現行　４部１０課７出先機関（等）　→　５部１２課
人事管理制度の拡充
　・相互評価システムの確立（上司から部下の評価＋部下から上司の評価）
　・希望人事制度の導入（希望昇格、希望降格）
　・目標管理（自己評価）シートの導入

組織・人事制度の改革

公益性のある事業に補助することを再確認するため見直しを行う。
・公的団体補助金（町内会連合会、社会福祉協議会、商工会など）
　　算定基準を策定し、補助金額を決定する。　
・私的団体補助金
　　【運営補助金】
　　　財政健全化期間の平成１９年度を目途にすべて廃止する。
　　【事業補助金】
　　　平成１７年度より補助金交付要綱を制定し、事業提案型助成制度を導入する。なお、平成２２年
度までは財政状況を考慮した予算枠を設定し、第三者審議機関により交付決定する。

補 助 金 等

本庁舎への組織の集約
　南事務所の分庁舎機能を廃止し、税務課及び建設課を役場内に配置する。ただし、企業会計部門の
水道課については、北事務所を分庁舎とし同２階に配置。
コミュニティー消防センター
　災害時備品貯蔵庫としても利用
　２階を貸出施設（有償）とする。ただし、町内会などのコミュニティー団体は除く。
町民プール
　施設を廃止し取り壊し、水遊び場的要素を持たせた公園の一部などとして整備する。
厚生会館・下羽栗会館・松枝公民館・スポーツ交流館
　無人化に移行
福祉会館
　休館日の設定　　　　　　　　　　　　　　　など

公 共 施 設 の 再 編

売　却
　南事務所敷地及び遊休地などの売却
貸　付
　職員駐車場に駐車する職員に有償で貸付　

公 有 用 地 ・ 公 共 用 地

総合窓口フロアーの設置
　役場１階をワンストップサービス環境に整備窓 口 業 務

使用目的の検討
　ふるさと振興基金の使用目的を検討する「懇話会」の設置ふ る さ と 振 興 事 業
有償運行の実施
　運行協力募金からワンコイン化（１００円）。ただし、未就学児については無料。
日、祝日の運行本数の削減
　１時間に１運行　→　２時間に１運行
車いすリフト付低床バスの導入
　平成１７年度１台　平成１８年度１台

町民バス・公共施設巡回
バス運行事業

賦課割合の平準化
　平成１６年度　応能・応益割合６０：４０　→　平成１７年度５５：４５
※応能：所得割・資産税割　応益：均等割・平等割
一般会計からの財政支援的な繰出をなくす
　段階的に９�０００万円を０円とする。

国民健康保険税見直しに
よる同特別会計繰出金

少子化対策全般の充実
　対象年齢の見直し
　　入院外来１５歳　→　入院１５歳　外来１０歳
　＜平成１７年度以降の子育て支援施策（案）＞
　　○児童生活習慣病予防事業
　　○放課後児童クラブの実施
　　○延長保育の充実
　　○子育てサロンの充実
　　○病後児保育所の開設
　　○子育てサポート事業の実施

乳幼児・児童・生徒医療
費助成事業

民営化への移行
　平成１７年度から事業の運営を社会福祉協議会に移行。
運営の見直し
　保護者がボランティア活動として作業補助を実施するなど運営の見直しを行う。

小 規 模 授 産 所 の 運 営

保育料階層区分の見直し
　現行の５階層から国の基準の７階層に見直し、保育料を段階的に国の基準額の８０％まで引き上げる。保 育 所 保 育 料

通園バス利用料の徴収
　無料　→　３�０００円／月町立保育所・笠松保育園通園バス運行事業
自己負担金の段階的引上げ（現行の自己負担額を下回る場合は現行の金額）
　平成１７年度　６９歳以下　委託単価の　１０％　　７０歳以上　�　�無料
　平成１８年度　　　〃　　　　〃　�　��１５％　　　〃　　　委託単価の５％
　平成１９年度　　　〃　　　　〃　�　��２０％　　　〃     　 　　〃　�　５％

成 人 健 康 診 査 事 業
（がん検診・各種健診）

実施方法の見直し
　町内の医療機関において個別受診から小学校での集団受診とし、自己負担額を２�９００円から無料と
する。また、検査内容を見直すとともに、事後指導を充実させる

児童生活習慣病予防事業

設置基準の見直し
　現行４０ｍから８０ｍに変更する。ただし、通学路・交差点・家屋が連なる地域は現行のとおりとし、
新設については、町内会要望に限り対応する。その場合、維持管理費は要望町内負担とし、設置費の１
／２（限度額１８�９００円）　について助成金を交付する。

街 路 灯 設 置 基 準

補助金の見直し
・平成１８年度より補助金単価を段階的に３０％削減
　　（平成１７年度　現行どおり・平成１８年度　１５％・平成１９年度　３０％）
・平成１７年度より補助対象者の見直し（満３歳児補助対象外）

私立幼稚園就園奨励費補
助金
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十
一
月
三
十
日
現
在
（
敬
称
略
）

【
町
受
付
分
】　
  
（
新
潟
県
へ
送
金
）

○
笠
松
町
議
会
議
員　

十
五
万
円

○
笠
松
町
職
員
親
睦
会　

二
十
二
万

九
千
二
百
一
円

○
笠
松
町
婦
人
会
、
笠
松
町
赤
十
字

　

奉
仕
団
笠
松
分
団

　

四
万
八
千
八
百
円

○
役
場
、
中
央
公
民
館
、
福
祉
会
館
、

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
、
松
枝
公
民

館
、
総
合
会
館
設
置
の
募
金
箱　

十
九
万
七
千
百
円

【
日
赤
受
付
分
】

（
日
赤
県
支
部
へ
送
金
）

○
田
代
西
十
八
―
一
班　

一
万
八
千

円
○
松
原
他
人
（
北
及
）
四
千
円

○
笠
松
町
婦
人
会
・
笠
松
町
赤
十
字

奉
仕
団
笠
松
分
団　

四
万
八
千
八

百
円

○
松
原
他
人
（
北
及
）
四
千
円

○
笠
松
町
赤
十
字
奉
仕
団
下
羽
栗
分

団

　

三
万
四
千
三
百
円

【
義
援
金
総
額
】
六
万
円

（
日
赤
県
支
部
へ
送
金
）

○
三
重
県
九
・
二
十
九
豪
雨
災
害
被

災
者
義
援
金

○
愛
媛
県
台
風
二
十
一
号
被
災
者
義

援
金

○
香
川
県
台
風
二
十
三
号
に
よ
る
豪

雨
災
害
義
援
金

○
岐
阜
県
台
風
二
十
三
号
災
害
被
災

者
義
援
金

○
京
都
府
台
風
二
十
三
号
被
災
者
義
援
金

○
徳
島
県
台
風
二
十
三
号
被
災
者
義
援
金

　

災
害
義
援
金
に
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

岐
阜
県
農
業
会
議
五
十
周
年
記
念

大
会
が
十
二
月
一
日
長
良
川
国
際
会

議
場
で
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、
近
藤

十
一
さ
ん
（
西
宮
町
）、
杉
山
治
郎
さ

ん
（
円
城
寺
）
が
、
岐
阜
県
知
事
表

彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
市
町
村
農
業
委
員

永
年
勤
続
功
労
者
に
対
し
贈
ら
れ
た

も
の
で
、
当
町
か
ら
は
、
近
藤
さ
ん

が
昭
和
五
十
年
八
月
一
日
か
ら
現
在

に
至
り
、
杉
山
さ
ん
は
、
昭
和
五
十

年
八
月
一
日
か
ら
平
成
十
一
年
七
月

三
十
一
日
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
農
家

の
代
表
と
し
て
、
農
地
行
政
、
農
業

振
興
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
義
援
金
に

ご
協
力
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

▲杉山治郎さん ▲近藤十一さん

岐
阜
県
知
事
表
彰

　
「
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」の

た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
を
結

ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
町
内
会
長
と
の
町
政
懇
談

会
が
十
一
月
二
十
六
日
、
役
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
は
、
皆
さ
ん
の
意
見
や
要

望
を
町
政
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
道
路
整
備
や

環
境
整
備
の
ほ
か
安
全
対
策
な
ど
十

七
項
目
の
要
望
が
町
内
会
長
か
ら
提

出
さ
れ
、
熱
心
に
懇
談
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
会
連
合
会
で
は
、
十
月
二
十

三
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

の
被
災
者
へ
の
義
援
金
を
募
り
、
十

一
月
二
十
六
日
、
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
二
百
十
八
万
八
千
四
百
八
十
七
円

を
町
へ
預
託
し
ま
し
た
。

皆さんの声を町政に
町政懇談会開催

▲新潟県中越地震の義援金目録を手渡す山田町内会連合会長

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

を
町
へ
預
託

新
潟
県
中
越
地
震
災
害
義
援
金

台
風
に
よ
る
災
害
義
援
金

岐
阜
県
台
風
二
十
三
号
災
害
義
援
金

　

去
る
八
月
三
十
日
に
永
眠
さ
れ

た
元
岐
阜
藍
川
高
校
長
の
西
川
太

郎
さ
ん
（
無
動
寺
）
が
八
月
三
十

日
、
従
六
位
瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

し
、
十
二
月
十
日
、
岐
阜
城
北
高

校
岩
田
校
長
よ
り
ご
家
族
に
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

西
川
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
四

月
に
教
職
に
就
か
れ
、
県
内
の
高

校
お
よ
び
県
教
育
委
員
会
の
指
導

主
事
な
ど
長
年
に
わ
た
り
教
育
の

振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
多
年
に
わ
た
る
功
績

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
章
と
な

り
ま
し
た
。

故
西
川
太
郎
さ
ん
に

従
六
位
瑞
宝
小
綬
章
授
与
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町民テニス大会

１１月１４日（日）
緑地公園内テニスコート（敬称略）
�初級男・女の部

　優　勝　森　大樹
　準優勝　大塚慶和
　３　位　東倉弘明
�一般男子の部

　優　勝　鹿村竜之
　準優勝　後藤光男
　３　位　広瀬義明
�一般女子の部

　優　勝　早野　綾
　準優勝　加藤幸子
　３　位　田辺麻里
�Ａ級男子の部

　優　勝　松枝つとむ
　準優勝　後藤智樹
　３　位　福田　譲
�壮年男子の部

　優　勝　後藤英健
　準優勝　加藤　仁
　３　位　辻　英治

三
世
代
ふ
れ
あ
い
交
通
安
全
教
室
を
開
催

お
年
寄
り
・
保
育
所
園
児
ら
が
参
加

　
「
三
世
代
ふ
れ
あ
い
交
通
安
全
教

室
」
が
十
二
月
一
日
、
下
羽
栗
保
育

所
で
お
年
寄
り
と
園
児
お
よ
び
園

児
の
保
護
者
の
各
世
代
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
笠
松
町
高
齢
者
交
通
安

全
大
学
校
の
学
生
二
十
二
人
と
下

羽
栗
保
育
所
の
年
長
・
年
中
の
園
児

五
十
五
人
、
園
児
の
保
護
者
十
三
人

が
参
加
。
羽
島
警
察
署
員
か
ら
「
夜

間
外
出
す
る
と
き
は
明
る
い
服
装

で
、
反
射
材
を
身
に
着
け
ま
し
ょ

う
」
と
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
三
世
代
の
グ
ル
ー
プ

を
作
り
、
横
断
歩
道
マ
ッ
ト
を
使
用

し
て
「
手
を
上
げ
て
、
右
見
て
・
左

見
て
・
右
を
見
て
、
安
全
を
確
認
し

て
か
ら
、
一
気
に
渡
る
」
横
断
歩
道

の
正
し
い
渡
り
方
を
皆
で
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
交
通
標
識
の
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
で
は
、
標
識
の
カ
ー
ド
の
説

明
を
受
け
、
標
識
の
意
味
を
学
び
、

景
品
と
し
て
、
夜
行
反
射
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
や
反
射
材
が
付
い
た
の
び
の

び
手
袋
な
ど
が
配
ら
れ
、
園
児
は
も

ち
ろ
ん
、
お
年
寄
り
と
園
児
の
保
護

者
も
楽
し
み
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
交
通
安
全
の
マ
ン
ガ
の
映

画
に
よ
る
交
通
安
全
教
育
を
受
け
、

お
昼
に
は
、
お
年
寄
り
と
園
児
が
給

食
を
一
緒
に
食
べ
、
お
互
い
の
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

手作りぞうきんを公共施設へ
町赤十字奉仕団　下羽栗分団

　１１月３０日、笠松町赤十字奉仕団下羽栗分
団の皆さんが役場を訪れ、「公共施設で
使ってください」と事業の一環として進め
てきた手作りぞうきんを寄贈されました。

�
丹
精
込
め
て
作
っ
た
ぞ
う
き
ん
を
贈
る
団
員
の
皆
さ
ん

�
横
断
歩
道
の
正
し
い
渡
り
方
を
習
う
お

年
寄
り
と
園
児
た
ち

羽島郡駅伝競走大会
�中学男子の部

　〈当町関係分〉
　２　位　笠松中学校木曽川コース①
　３　位　笠松中学校サッカー部２年生
　４　位　笠松中学校木曽川コース②
　５　位　笠松中学校野球部Ａ
【区間賞】

　１　位　（第３区）藤田貴大〔笠中〕

　

高
円
宮
杯
第
十
六
回
全
日
本

ユ
ー
ス
（
Ｕ
―　

）
サ
ッ
カ
ー
選

１５

手
権
大
会
が
十
二
月
四
日
か
ら
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
当
町
か
ら
、
北

野
優
太
さ
ん
（
笠
中
三
年
）
が
岐

阜
Ｖ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
一
員
と
し
て
出

場
さ
れ
、
日
頃
の
練
習
成
果
を
発

揮
し
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

全
日
本
ユ
ー
ス
（
Ｕ
―　

）
１５

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
出
場

▲出場にあたり決意を
述べる北野さん
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町
で
は
、
誰
も
が
安
心
、
安
全
、

快
適
に
移
動
出
来
る
よ
う
、
交
通
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
の
策
定
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
月
号
で
は
、
笠
松

駅
周
辺
を
中
心
に
主
要
施
設
ま
で
を

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
し
、
そ
れ
に

合
わ
せ
て
疑
似
体
験
お
よ
び
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ

の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

第
二
回
委
員
会
で
選
定
し
た
、
駅

を
中
心
に
早
急
に
整
備
が
必
要
と
思

わ
れ
る
５
ル
ー
ト
を
、
参
加
い
た
だ

い
た
四
十
八
人
の
皆
さ
ん
が
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
実
際
に
歩
い
て
点

検
し
ま
し
た
。

　

ル
ー
ト
に
よ
っ
て
は
、
中
央
公
民

館
が
始
ま
り
と
な
る
グ
ル
ー
プ
も
あ

り
ま
し
た
。

【
実
施
日
】

平
成
十
六
年
十
一
月
二
十
三
日（
火
）

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

　

同
時
に
開
催
し
た
交
通
バ
リ
ア
フ

リ
ー
教
室
で
は
、
国
土
交
通
省
中
部

運
輸
局
岐
阜
運
輸
支
局
総
務
企
画
課

の
宮
田
企
画
係
長
が
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
も
必
要
で
す
が
、
皆
さ
ん

の
マ
ナ
ー
や
周
り
の
人
の
サ
ポ
ー
ト

に
よ
っ
て
バ
リ
ア
を
解
消
す
る
こ
と

が
出
来
る
と
い
う
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
必
要
性
な
ど
の
話
し
が
あ
り

ま
し
た
。

【
ル
ー
ト
①
】
参
加
者
十
二
人

　

笠
松
町
の
玄
関
口
で
あ
る
名
鉄
笠

松
駅
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
交
通
バ
リ

ア
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
を
出
発
し
、
春
日
町

信
号
交
差
点
〜
笠
松
駅
構
内
〜
笠
松

競
馬
場
ま
で
の
区
間
（
歩
い
た
距
離

１
・
２
５
ｋ
ｍ
）

【
ル
ー
ト
②
】
参
加
者
九
人

　

通
勤
時
間
帯
に
は
車
両
交
通
が
多

い
下
印
食
笠
松
線
、
生
活
に
密
着
し

た
八
幡
神
社
、
車
両
が
集
中
す
る
松

波
総
合
病
院
周
辺
の
道
路
の
交
通
バ

リ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
か
ら
公
共
施
設
巡
回

町
民
バ
ス
を
利
用
し
て
児
童
館
前

（
松
波
総
合
病
院
附
近
）
へ
移
動
し
、

歴
史
民
俗
資
料
館
〜
八
幡
神
社
〜
笠

松
駅
ま
で
の
区
間（
歩
い
た
距
離
１
・

７
１
ｋ
ｍ
）

【
ル
ー
ト
③
】
参
加
者
八
人

　

歴
史
散
策
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
今
後

他
地
域
か
ら
の
来
町
増
加
が
予
想
さ

れ
、
笠
松
地
域
の
歴
史
軸
を
な
す

「
鮎
鮨
街
道
」「
笠
松
み
な
と
公
園
」

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
想
定
し
、
そ
の
途

中
の
交
通
バ
リ
ア
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
た
。

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
実
施

火葬場 

緑会館 

福祉会館 

第一保育園 

八幡神社 

岐阜工業高校 
町民体育館 

中央公民館 笠松刑務所 

消防署 

郵便局 

厚生会館 

笠松中学校 
コミュニティー 
消防センター 

笠松小学校 

歴史民俗資料館 

児童館 
松波総合病院 

役場 

笠松駅 

東笠松駅 

西笠松駅 

県道下中
屋笠松線

 

県道東笠松停車場線 

県道岐阜稲沢線 

木
曽
川
橋
 

県道鶉笠松線 

県
道
岐
阜
稲
沢
線 

県
道
岐
阜
正
木
線 

県
道
下
印
食
笠
松
線 

名
鉄
竹
鼻
線 

名
鉄
名
古
屋
本
線 

ルート⑤ 

ルート④ 

ルート③ 

笠松港公園 

笠松競馬場 

ルート② 

凡例 
ルート① 
ルート② 
ルート③ 

 
ルート④ 
ルート⑤ 

ルート① 

　

鮎
鮨
街
道
を
南
へ
下
り
、
役
場
〜

笠
松
み
な
と
公
園
ま
で
、
そ
の
後
、

役
場
か
ら
車
を
利
用
し
て
笠
松
駅
ま

で
の
区
間
（
歩
い
た
距
離
１
・
５
６

ｋ
ｍ
）

【
ル
ー
ト
④
】
参
加
者
九
人

　

車
両
交
通
が
多
い
岐
阜
稲
沢
線
お

よ
び
笠
松
駅
・
西
笠
松
駅
を
利
用
す

る
歩
行
者
の
多
い
道
路
の
交
通
バ
リ

ア
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
央
公
民
館
か
ら
笠
松
中
学
校
〜

消
防
本
部
〜
厚
生
会
館
〜
岐
阜
稲
沢

線
を
北
へ
上
り
、
岐
阜
工
業
高
校
西

信
号
交
差
点
ま
で
。
そ
の
後
、
車
を

利
用
し
て
笠
松
駅
ま
で
の
区
間
（
歩

い
た
距
離
１
・
６
ｋ
ｍ
）

【
ル
ー
ト
⑤
】
参
加
者
十
人

　

岐
阜
工
業
高
校
や
福
祉
会
館
、
緑

会
館
な
ど
、
他
地
域
か
ら
の
来
町
が

比
較
的
多
い
エ
リ
ア
の
道
路
上
の
、

交
通
バ
リ
ア
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま

し
た
。

　

笠
松
駅
か
ら
春
日
町
信
号
交
差
点

〜
福
祉
会
館
〜
岐
阜
稲
沢
線
〜
緑
会

館
〜
中
央
公
民
館
ま
で
の
区
間
（
歩

い
た
距
離
１
・
５
７
ｋ
ｍ
）

【
介
護
タ
ク
シ
ー
】

　

ル
ー
ト
②
、
③
、
④
に
つ
い
て
は
、

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
中
に
車
で
の

移
動
が
あ
り
ま
し
た
。
車
い
す
に

乗
っ
た
ま
ま
で
乗
り
降
り
で
き
る
介

護
タ
ク
シ
ー
を
用
意
し
、
参
加
者
に

体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
疑
似
体
験
】

　

国
土
交
通
省
中
部
運
輸
局
岐
阜
運

輸
支
局
と
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
名

古
屋
鉄
道
（
株
）
の
協
力
に
よ
り
行

い
ま
し
た
。

　

疑
似
体
験
で
は
、
ル
ー
ト
①
は
駅

構
内
で
、
残
り
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
駅
周
辺
で
、
次
の
三
つ
の
パ
タ
ー

ン
で
の
感
覚
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

・
お
年
寄
り
の
感
覚

・
視
覚
障
害
者
の
感
覚

・
車
い
す
利
用
者
の
感
覚

　

午
後
か
ら
は
午
前
中
に
行
わ
れ
た

タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
・
疑
似
体
験
で

発
見
し
た
問
題
点
や
そ
の
解
決
策
に

つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
ル
ー
ト
で
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
話
し
合
い
ま
し
た
。

【
グ
ル
ー
プ
発
表
】

　

グ
ル
ー
プ
毎
に
点
検
内
容
を
取
り

ま
と
め
代
表
者
が
発
表
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
参
加
者
か
ら
の
意
見
〉

公
共
交
通
施
設

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ
な
ど
の

設
置

・
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
の
勾
配
の
解
消

・
駅
前
広
場
の
安
全
利
用

道
路

・
側
溝
蓋
の
隙
間
や
段
差
の
解
消

・
十
分
な
幅
の
歩
道
確
保

交
通
安
全

・
音
声
信
号
、
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
設

置
・
歩
道
な
ど
の
通
行
に
支
障
と
な
る

電
柱
の
移
設

そ
の
他

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
は
、
沿
道
商

店
な
ど
の
協
力
が
大
切
で
あ
る
。

・
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
や
人
の
動
線

上
に
看
板
や
物
が
置
か
れ
て
い
る

な
ど
、
マ
ナ
ー
違
反
の
問
題
が
あ
る
。

最
後
に

　

鶴
田
委
員
会
会
長
よ
り
参
加
者

の
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
出
来

る
だ
け
基
本
構
想
に
反
映
し
、
策

定
作
業
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
な
お
、
参

加
者
の
意
見
な
ど
詳
細
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

先
般
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
教
室
の
開
催

ワ

ー

ク

シ

ョ

ッ

プ

▲バリアフリー教室の様子

▲駅構内の点検風景

▲歩道がなく危険である

▲歩道が狭くすれ違いが困難である

▲歩道がなく危険である▲リフトで乗車する車イス利用者

▲高齢者体験具をつけて駅構内を体験

▲熱心に討議する参加者▲発表を行う岐阜工業高の生徒

▲側溝蓋の穴に車イスのキャスターが落ちてしまう
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～「県政に わたしの願い この一票」～ 
　岐阜県知事選挙が１月２３日（日）に行われる予定です。
　候補者の政見など、よく見、よく聞き、よく考えて、私たちの代表を選びましょう。
　また、選挙は、私たちが政治に参加できる大切な機会のひとつです。貴重な権利を放棄しないよう必ず投票しま
しょう。

【投票日】１月２３日（日）

【時　間】午前７時～午後８時

【場　所】第１投票区　笠松小学校講堂

　     　　第２投票区　松枝公民館

　     　　第３投票区　下羽栗会館

投 票

　昭和６０年１月２４日以前に生まれたかたで、平成１６年１０月５日以前に笠松町で住民基本

台帳（住民票）が作成され、町の選挙人名簿に登録されているかた。

投票できるかた

　投票日に「仕事中」、「投票区の区域外に旅行中」などの理由で投票できないかたは、

次の要領で期日前投票ができます。

　○期間　１月７日（金）～１月２２日（土）

　○時間　午前８時３０分～午後８時

　○場所　役場　１階　住民課ロビー

　○方法　宣誓書に書かれている事由（従前の不在者投票と同じ）を選択し、住所、氏

名、生年月日を記入します。印鑑は、不要です。

期 日 前 投 票

　身体に次のような重度の障害があるかたは、郵便により自宅で投票することが出来ま

す。

　・身体障害者手帳をお持ちのかたで、両下肢、体幹または移動機能の障害が１級か２

級のかた、心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸または小腸の障害が１級か３級

のかた、免疫の障害の程度が１級から３級までのかた。

　・戦傷病手帳をお持ちのかたで、両下肢、体幹または移動機能の障害が特別項症から

第２項症までのかた、心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸または小腸の障害が

特別項病から第３項症までのかた。

　・介護保険の被保険者証をお持ちのかたで、要介護状態区分が要介護５のかた。

在 宅 投 票

　○月日　１月２３日（日）

　○時間　午後９時～

　○場所　中央公民館　３階大ホール

開 票

１月６日（木）発送

　万一、入場券を失くしたときでも投票は出来ますので、投票所で係員に申し出てくだ

さい。

　入場券が届かない場合は、町選挙管理委員会へお問い合わせください。

投 票 所 入 場 券

町選挙管理員会　�３８８・１１１１（内線２２４・２２５）問 合 先

＊第３投票区（下羽栗地域）の投票所が笠松町総合会館から下羽栗会館へ変更となりますので、ご注意ください。
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【職　　種】学校用務員、司書事務員
【勤務場所】町内各小中学校
【雇用期間】学校用務員：４月１日から平成１８年３月３１日までのう

ち８月を除く１１ケ月間
　　　　 　 司書事務員：４月１日から平成１８年３月３１日まで
【勤務時間】 午前７時４５分から午後４時１５分まで（月曜日～金曜

日）［各小中学校によって若干異なります］
【募集人員】学校用務員：男子３人、司書事務員：女子１人
【賃　　金】学校用務員、司書事務員とも日給５,８５０円
【応募資格】学校用務員：昭和１８年４月２日以降に生まれた男子
　　　　 　    ※日曜大工が趣味のかた
　　　　 　 司書事務員：昭和４０年４月１日以降に生まれたかた
　　　　 　    ※司書もしくは司書補免許をお持ちのかた
【応募方法】２月１８日（金）から２８日（月）の間に履歴書を役場企

画課学事係まで提出。書類審査を経て、後日面接試験
により採用者を決定します。

【問 合 先】企画課学事係（内線 ２３７・２３８）

臨時職員
【職　　種】臨時調理員
【募集人員】２人
【勤務時間】午前８時３０分から午後０時３０

分まで
【応募資格】健康で給食調理の仕事に意欲

をお持ちのかたでおおむね４０
歳までのかた

【賃　　金】時間給８１０円
【申込期限】 １月１７日（月）
【問 合 先】町学校給食センター
　　　 　     �３８７・５３２１

調理員

破産手続きの方法が変わりました　岐阜地方裁判所

免責手続き継
続中も強制執
行等は禁止 

配当までの手
続きの迅速化 

夫婦や連帯債務者、保証人は同じ
裁判所への申立てが可能に 

強制執行等を一律に禁止するなど
の財産保全制度の拡充 

「破産宣告」 
から名称変更 

免責許可の申立ても当然にある
ものとみなされることに 

　破産手続きを定めた改正破産法が昨年の５月25日に成立しました。手続きの迅速化および合理 
化、個人の破産・免責手続きの見直しが、この改正の大きな柱とされています。 
　改正後の個人の破産手続きは、次の図のとおりです。 

個人の破産手続きの流れ 
（赤字は主な改正点です。） 申　立　て 

債務者が、破産手続きを進めるためのお金や財産
を持っているかどうかで、手続きが異なります。 

　開始と同時に廃止決
定をして、手続きは即
座に終了 

債務者への配当・分配 

　債務者や破産管財人の意見を聞き、必要があ
れば破産者と面談するなどした上で、裁判官が
免責するかどうか判断します。 

　一部の債務を除き、 
債務の支払義務が免
除されます。 

　一定の事情がある
場合には、免責が許
可されないことがあ
ります。 

破産手続き開始決定  

持っていない場合 

同時廃止決定 

※破産管財人が選任されても、財産状況により、手
続きが途中で終了する場合があります。 

破産手続き  免 責 手 続 き  

持っている場合 

破産手続終結決定 等 

免責許可決定 免責不許可決定 

　裁判所が選任した破
産管財人が、破産者の
財産を処分 
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〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

　結核予防法の改正により、ツベルクリン反応検査お
よびＢＣＧ予防接種が、４月１日から次のように変わ
ります。
①ツベルクリン検査の廃止

　　ツベルクリン検査を実施せず、直接ＢＣＧ予接種
を行います。

②ＢＣＧ予防接種対象年齢の引き下げ

　　ＢＣＧ予防接種対象年齢が４歳未満から生後６か
月未満になります。

※まだＢＣＧ予防接種を受けていない生後３か月以上
４歳未満のお子さんは、次の日程でツベルクリン反
応検査およびＢＣＧ予防接種を行いますので、是非
受けてください。

　
　農林水産省では、２月１日現在で「２００５年農林業セ
ンサス」を実施します。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために
５年ごとに実施される極めて大切な調査です。
　１月中旬から、農林業を営んでいる皆さんのと
ころに調査員がお伺いしますので、ご協力をお願
いします。

　

　町では、家庭の教育力をステップアップし、元気な
　家庭づくりを目的として家庭教育シリーズ講座を開
催しています。
　第６回目は、ふれあいロビーコンサートを行います
ので、是非お出かけください。当日は、託児室を設け
ていますのでご利用ください。
【月　日】１月１５日（土）
【時　間】午後２時～３時３０分
【場　所】中央公民館３階ロビー
【テーマ】「音楽を通して、家族の和・ふれあい」
【出演者】岡田バンドの皆さん

ツベルクリン反応検査および
ＢＣＧ予防接種が改正 福祉健康課

２００５年農林業センサス実施
 企画課

　羽島郡三町教育委員会では、今年４月に小・中学校
へ入学されるお子さんの保護者へ、１月下旬に「入学
通知書」を送付します。
　入学式当日には、学校へ入学通知書をご持参くださ
るようにお願いします。
　小中学校入学予定者で次に該当するお子さんは、ご
連絡ください。
・入学通知書が届いていない。
・入学通知書の記載事項に誤りがある。
・指定された学校以外へ入学する。
・住所を変更する。
【問合先】

　羽島郡三町教育委員会総務課　�２４５・１１３３
　＊その他、入学についてのご相談がありましたら、

ご連絡ください。

　
【月　日】１月２２日（土）
【時　間】午後７時３０分
【場　所】町民体育館
【参加費】無料
【問合先】中央公民館
※運動の出来る服装で、
お出掛けください。

　

　県士業連絡協議会では、日常生活の中や仕事のこと
で、いろいろな問題、不安をお持ちのかたのために相
談会を開催します。
【月　日】１月２６日（水）
【時　間】午前１０時～午後３時
【相談内容】法律・登記・税務・不動産の価格、賃料・

社会保険、労働保険、労務管理・経営など
【相談料】無料
【場　所】ぱ・る・るプラザ岐阜
　　　　（岐阜市橋本町１－１０－１１）�２６９・４３４０

入学通知書が届きます
 郡三町教育委員会

「ソフティバレー体験講習会」開催
 町体育指導委員会

１月１２日（水）
　　２６日（水）

ツベルクリン反応検査

１月１４日（金）
　　２８日（金）

Ｂ Ｃ Ｇ 予 防 接 種

家庭教育シリーズ講座⑥
～ふれあいロビーコンサート～ 中央公民館新春何でも相談フェアー

 岐阜県士業連絡協議会
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運動場・テニスコート（２月分）
【月　日】１月２５日（火）
【時　間】午後７時３０分～
【場　所】中央公民館

【売却物件（土地）】笠松町円城寺字川田１７０番２ほか
　岐阜市、大垣市など１２市町７５物件
【売却の方法】一般競争入札（期間入札）による売却
　※入札は原則郵送による
【入札受付先】〒４６０－８５２１
　名古屋市中区三の丸３－３－１東海財務局
　※岐阜財務事務所では受付不可
【入札受付期間】１月１１日（火）～２０日（木）午後５時

必着
【開札日】１月２７日（木）東海財務局にて開札
【問合先】東海財務局岐阜財務事務所売却担当
　　　     �２４７・４２５２

　
　高校や大学、専修学校などの入学者や在学者は、国
民生活金融公庫の「国の教育ローン」を利用できます。
　制度の概要は、次のとおりです。
【融資額】一人につき２００万円以内
【融資期間】１０年以内（在学期間以内で元金据置可能）
【返済方法】毎月元利均等払　ボーナス併用払い可能
【利　率】年１.７％（平成１６年１１月１０日現在）
【問合先】国民生活金融公庫岐阜支店（岐阜市千石町２

－２２）�２６３・２１３６
　

　
　（財）新エネルギー財団では、在宅用太陽熱高度利用
システム導入促進対策費補助事業を実施しています。
【対象者】集熱器の総面積７５�までのソーラーシステム
を設置されるかた。
【募集期限】２月２１日（月）
【補助金額】集熱器の総面積に応じた補助金が受けられ
ます。
◎補助額の目安　６�で約１０万円、７５�で約１２５万円
（補助金額はソーラーシステムの型式により異なります）
　なお、在宅以外の建物に設置する場合も対象となる
場合がありますので、詳しくは問合先までおたずねく
ださい。
【問合先】（財）新エネルギー財団太陽熱利用部
　　　　  �０３・５２７５・９５６６
　　ホームページアドレス　http://www.nef.or.jp

国有財産売却のお知らせ
 東海財務局岐阜財務事務所

在宅用太陽熱高度利用システム補助制度
利用受付中 （財）新エネルギー財団

　放送大学は、テレビ・ラジオで授業を行う通信制大
学です。いろんな年代やさまざまな人達へのニーズに
応える科目が３６０以上あります。大学や大学院の授業
科目を１科目から気軽に学ぶことができます。
★放送大学の教養学部と大学院の特長の一部
～教養学部～

○無試験で入学できます。
○１５歳以上で選科履修生・科目履修生として入学でき、
約３００科目の中から好きな科目を１科目からでも学
べます。
○１８歳以上で大学入学資格をお持ちのかたは、誰でも
全科履修生として入学でき、卒業すると学士の取得
ができます。
～大学院～

○１８歳以上で修士選科生・修士科目生として入学でき、
約６０科目の中から好きな科目を１科目から学べます。
平成１７年度第１学期学生を募集

【受付期限】２月２８日（月）
【問合先】〒５００－８３８４　岐阜市藪田南５－１４－５３
　　県民ふれあい会館　放送大学　岐阜学習センター
　　�２７３・９６１４　ＦＡＸ２７３・９５２６
　　ホームページアドレス　http://www.u-air.ac.jp/hp

放送大学で学んでみませんか
 放送大学岐阜学習センター

国の教育ローンの案内 国民生活金融公庫

カン・ビン・ペットボトルの出し方の
注意点 環境経済課

　町では資源物の収集として、カン・ビン・ペット
ボトルの分別収集を行っています。皆さんの協力
により集められた物の多くがリサイクルされてい
ます。
　しかし、集められた物の中には中身が残ってい
たり、水洗いがされていない物もあり、やむを得ず
処分されています。
　限りある資源を有効に使うためカン・ビン・ペッ
トボトルを出す時は次のことを守って出してくだ
さい。
・カン…水洗いをする。スプレー缶はガス抜きを
する。アルミ缶は地域の資源集団回収に出す。
・ビン…キャップを必ず外し、水洗いをする。汚
れが落ちないものやコップ、ガラス製品はガレ
キの収集日に出す。
・ペットボトル…キャップとラベルを外し、水洗
いをする。油など汚れが落ちないものは家庭用
燃えるごみとして出す。
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〈お問い合わせは〉
役　　　場　�３８８-１１１１
南 事 務 所

　
�３８７-５８１６

北 事 務 所　�３８７-６２６６
福　　　祉　

�３８８-７１７１健康センター
中央公民館　�３８８-３２３１（町体育協会事務局）

松枝公民館　�３８７-０１５６

下羽栗会館　�３８７-２３６０

総 合 会 館　�３８７-８４３２

福 祉 会 館　�３８７-１１２１
町社会福祉　

�３８７-５３３２協　議　会

　給与所得者は、勤務先での「年末調整」によってその年
の納税が完了しますが、次の要件に該当するかたは、確定
申告が必要になります。
●確定申告をしなければならないかた
①平成１６年分の給与の収入金額が、２,０００万円を超えるかた
②給与所得や退職所得以外の所得金額（不動産の貸付、原
稿料、満期保険金の受け取りなど）の合計額が２０万円を
超えるかた

③給与を２カ所以上からもらっているかた
●確定申告をすると所得税が還付されるかた
①マイホームを住宅ローンなどで取得したかた
②出産や病気などで医療費が多くかかったかた
③地震、風水害、盗難によって住宅や家財に損害を受けた
かた

④年の途中で退職し、平成１６年中に年末調整をされなかっ
たかた

http://www.kasamatsu-keiba.com/
◆新春特別－シリーズ
１０日（祝）　めいほう杯
１１日（火）
１２日（水）　新春特別（指定交流）
１３日（木）
１４日（金）　中京スポーツ杯　第１０回白銀争覇（ＳＰⅢ）
　　　　     （高松宮記念トライアル）
◆睦月シリーズ
２３日（日）
２４日（月）
２６日（水）　東海クラウン
２７日（木）　ガーネット特別（指定交流）
２８日（金）　名古屋タイムズ杯
　　　　     第２９回ゴールドジュニア（ＳＰⅢ）
　　　　     （皐月賞トライアル）

ホームページにてレース映像配信実施中
ＮＴＴドコモ「ＦＯＭＡ」ライブ中継配信中
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な
お
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①
本
人
確
認
の
た
め
の
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
公
的
証
明
書
の
写
し

②
返
信
用
の
封
筒
（
切
手
貼
付
）

【
問
合
先　

住
民
課
】

このコーナーでは、日ごろ町

民の皆さんから役場へ寄せら

れる質問・意見などを回答と

ともに紹介します。

給 与 所 得 者 の 確 定 申 告

確定申告にあたっての注意

・勤務先から交付された源泉徴収票が必要になり

ます。

・控除の種類に応じて領収書や証明書などが必要

になります。

・還付金の受け取りは、預金口座への振込みにな

りますので、ご本人名義の通帳が必要になります。

【問合先】税務課、岐阜南税務署（�２７１・７１１１）

　

　住宅借入金等特別控除および医療費等の還付申

告の相談を行います。

【月　日】２月２日（水）・３日（木）

　　　　  午前９時３０分から午後３時３０分

【場　所】中央公民館
　

　税務署担当職員による贈与税の申告も同時に行

います。

【月　日】２月２日（水）

《必要なもの》・両方の相談日とも

計算機、筆記用具、その他必要書類、印鑑

【問合先】税務課

贈与税の相談

還付申告の相談
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1月の相談・ごみ・保健

場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福祉健康センター

９：３０～１１：００

２０日（木）
２５日（火）
２７日（木）
３１日（月）

フッ化物塗布

１３：２０～１４：１０２５日（火）乳児健康診査

１３：１０～１３：５０２７日（木）１歳６か月児健康診査

１３：１０～１３：５０２０日（木）３歳児健康診査

１３：２０～１４：００１９日（水）お 誕 生 教 室

９：２０～９：３０１３日（木）にこにこ教室

９：３０～９：４０１１日（火）親子歯みがき教室

９：５０～１０：００１４日（金）プレパマクラブ

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０１２日（水）

育児・　　　　
マタニティ相談

下 羽 栗 会 館１３：３０～１４：３０１７日（月）

第 一 保 育 所１０：００～１１：３０２６日（水）

福祉健康センター１３：００～１４：３０３１日（月）

福祉健康センター１３：００～１４：３０

１２日（水）
ツベルクリン反応検査

２６日（水）

１４日（金）
ＢＣＧ予防接種

２８日（金）

福祉健康センター

１３：３０～１５：３０

１３日（木）
ふれあいひろば
（機能訓練教室） 総 合 会 館

１８日（火）

２７日（木）

福 祉 会 館

１３：３０～１４：３０

１１日（火）

健　康　相　談
下 羽 栗 会 館１７日（月）

福 祉 会 館２４日（月）

福祉健康センター１３：００～１４：３０３１日（月）

福祉健康センター９：００～９：１５２１日（金）
健康教室（運動編）
〔糖尿・肥満・高脂血症〕

赤塚縫工（株）１０：００～１１：３０
２１日（金）献　　　血

松波総合病院１３：００～１６：００

保　健（健診・相談・教室など）
場　　所受付時間日（曜日）内　　容

福 祉 会 館１３：００～１５：００
５日（水）

心配ごと相談
１９日（水）

福 祉 会 館１３：００～１５：００
５日（水）

悩みごと相談
１９日（水）

在宅相談　行政相談委員
　岩田　修　宮川町５７　� ３８７・３７１８行　政　相　談

在宅相談　人権擁護委員
　齋藤好子　中川町２０　� ３８７・０８１２
　保母勝壽　弥生町３０　� ３８７・２７８２
　後藤　稔　北及１１８３　� ３８８・１４９５
　杉原貴子　中野２５６     � ３８８・１４９６

人　権　相　談

在宅相談　身体障害者相談員
　南谷隆行　上本町２６　� ３８７・２２４７
　早水春生　西宮町１３１  � ３８８・００２９
　河尻和男　北及１９０２　� ３８７・５７８８
　堀場靖隆　円城寺９２９  � ３８８・３７９１

身体障害者相談

相　談

▲

今月のテーマ
　家族みんなで、
　　　　　一年の計画を語りあいましょう。

1月 16日　家庭の日 今月の納税・納付
町　県　民　税　　　　４　期　分
国民健康保険税　　　　１０　期　分
介 護 保 険 料　　　　１０　期　分

納期限　１月３１日（月）まで

ごごみみ川川柳柳
あなたから　ゴミの人生　変わるかも

　岐阜県第６回「ごみ対策」川柳コンテスト佳作作品

収　　集　　日収　集　内　容

■笠松地域
　毎週月・木曜日
■松枝・下羽栗地域
　毎週火・金曜日

家庭用燃えるごみ

１２日（水）、２６日（水）古紙類等

１２日（水）、２６日（水）紙製容器包装

各収集地区　毎週１回
※１０日（月）は、祝日ですが、
収集を行います。

プラスチック製容器包装

資源とごみのカレンダーで
確認してください。

金物・ガレキ

カン・ビン・ペットボトル

ご　み
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　ナオミはやることなすことカラ回りの
中学２年生。ある日、下校途中にカバン
を盗まれそうになったところを同級生に
助けられ、それをきっかけに彼との友情
関係が始まっていく･･･。数々の児童文
学受賞作家が送る14才のホンネ小説。

児童

今月の図書室のお休みは、１月１日（土）～３日（月）、および３１日（月）です。
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。
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育
館

【
連
絡
先
】
西
町　

馬
場
茂
子
宅

　
　
　
   
�
３
８
７
・
３
２
４
８

ポトフ

　明るい心に福宿る　　 親和ソフトバレー

サンネンイチゴ

　アメリカ新大陸の発見は、ポップ
コーンの新たな歴史の始まりだっ
た！？アメリカ先住民たちが何千年
も昔から食べてきたポップコーンの
秘密を大公開。今まで知らなかった
アメリカが見えてくる絵本です。

ポップコーンを
つくろうよ

　姉がわたしに最初に教えてくれた言
葉は「きらきら」という日本語だった･･･。
　アメリカ南部の工場で働く日系二世
の両親と美しく聡明な姉娘リン、明る
い妹ケイト。深い家族愛を描いた美し
い小説。

一般

著
者　

シ
ン
シ
ア
・
カ
ド
ハ
タ

発
行　

白
水
社

きらきら

絵本

著
者　

ト
ミ
ー
・
デ
・
パ
オ
ラ

発
行　

光
村
教
育
図
書

著
者　

笹
生　

陽
子

発
行　

理
論
社

〈
作
り
方
〉

①
人
参
、
じ
ゃ
が
い
も
は
、
大
き

め
の
乱
切
り
に
す
る
。

②
玉
ね
ぎ
は
、
く
し
形
に
切
る
。

③
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
小
房
に
分

け
、
固
め
に
茹
で
て
お
く
。

④
ベ
ー
コ
ン
は
１
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
幅
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
は
２
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
幅
に
切
る

⑤
ベ
ー
コ
ン
を
炒
め
る
。

⑥
玉
ね
ぎ
・
人
参
・
じ
ゃ
が
い
も

を
炒
め
、
ウ
イ
ン
ナ
ー
・
水
・

調
味
料
を
入
れ
て
煮
込
む
。

　

途
中
、
ア
ク
を
す
く
う
。
じ
ゃ

が
い
も
は
、
煮
く
ず
れ
し
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
る
。

⑦
仕
上
げ
に
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

入
れ
、
塩
、
胡
椒
で
味
を
調
え

る
○
具
だ
く
さ
ん
の
洋
風
ス
ー
プ
と

い
っ
た
感
じ
に
仕
上
げ
て
く
だ

さ
い
。
野
菜
が
た
っ
ぷ
り
食
べ

ら
れ
ま
す
。

○
温
め
直
し
て
も
、
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
の
で
多
め
に
作
っ
て

お
く
の
も
良
い
で
し
ょ
う
。

材料（４人分）

・じゃがいも  ……………３個

・人参  ……………………１本

・玉ねぎ  …………………１個

・ブロッコリー  ……１／２個

・ベーコン  ………………３０ｇ

・ウインナー  ……………６０ｇ

・固形コンソメ  …………２個

・塩  ………………………少々

・胡椒  ……………………少々
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
地
域
の
皆
様
に
は
笠
松

小
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
、
多
大
な

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

笠
松
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
本
年
度

は
「
と
も
に
学
び
あ
い
・
気
づ
き
あ

い
・
認
め
あ
い
・
育
ち
あ
う
…
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
目
標
に
向
か
っ
て
、

運
営
委
員
会
を
は
じ
め
父
親
委
員

会
・
母
親
委
員
会
・
会
報
委
員
会
・

校
外
生
活
委
員
会
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ

の
委
員
会
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
親
と

子
と
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
体
験
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

父
親
委
員
会
で
は「
家
族
参
観
日
」

と
題
し
、
父
親
が
主
体
と
な
っ
て
、

企
画
し
子
ど
も
と
と
も
に
催
し
物
を

創
り
出
し
た
り
、
母
親
委
員
会
に
お

い
て
は
「
祖
父
母
参
観
」
な
ど
子
ど

も
だ
け
で
は
な
く
家
族
や
地
域
の
か

た
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
企
画

し
実
行
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
逹
の
活
動
と
し
て

コ
ー
ラ
ス
・
読
書
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ブ
を
通
じ
て
、
家
族
ぐ
る
み
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
創
り
出
し
て

い
ま
す
。

　
「
教
育
」と
い
う
言
葉
を
使
い
ま
す

が
、
私
た
ち
親
や
先
生
が
た
、
地
域

の
か
た
に
は
先
程
述
べ
た「
と
も
に
」

を
も
と
に
「
共
育
」
と
い
う
視
点
で

ふ
れ
合
え
て
い
け
ば
、
よ
り
一
層
の

つ
な
が
り
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
い
う
役
職
も
あ
と

わ
ず
か
で
終
わ
り
ま
す
が
、
こ
の

「
共
育
」と
い
う
言
葉
を
大
切
に
し
て

今
後
も
学
校
や
地
域
の
か
た
達
と
接

し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　

笠
松
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

　

会
長　

梶　

邦
裕

教育電話相談 ～悩んだら気軽に電話してください～　羽島郡三町教育委員会　　�２４５・１１３３

と
も
に
…

「
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た

め
の
５
か
条
」

一
・「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）

二
・「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
…
」

は
、
言
い
訳

三
・
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

四
・
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の

立
場

五
・
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で

も
起
こ
り
得
る

（
厚
生
労
働
省
・
内
閣
府
よ
り
）

　

本
来
家
庭
で
あ
た
た
か
く
見

守
ら
れ
、
育
ま
れ
る
べ
き
存
在

で
あ
る
子
ど
も
が
虐
待
を
受
け

る
こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
虐
待
は
「
見

え
に
く
く
、
手
が
打
ち
に
く

い
」
た
め
、
全
国
で
不
幸
な
事

件
が
起
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ご
近
所
の
か
た
が
「
お
か
し
い
」

と
感
じ
て
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に

関
す
る
こ
と
な
の
で
言
い
出
せ

な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
は
、
こ
ん
な
意
識
が

あ
り
ま
す
。

○
こ
の
家
の
子
の
こ
と
は
他
人

が
口
を
出
す
こ
と
で
は
な
い
。

○
近
所
づ
き
合
い
も
あ
る
か
ら
、

気
に
な
っ
て
も
言
い
に
く
い
。

○
他
の
家
の
こ
と
だ
か
ら
放
っ

て
お
け
ば
い
い
。　
     
な
ど

　

だ
が
、
先
の
５
か
条
の
根
底

に
あ
る
の
は
、「
子
ど
も
の
命

を
最
優
先
・
子
ど
も
の
立
場
で

判
断
」、「
通
告
は
義
務
」、「
地

域
の
み
ん
な
で
育
て
る
」
な
ど

の
考
え
で
す
。

　

大
人
社
会
の
影
響
を
直
接
受

け
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
。
次

の
こ
と
を
大
切
に
し
て
、
大
人

が
連
携
し
支
え
合
っ
て
、
虐
待

を
防
止
・
早
期
発
見
し
、
子
ど

も
を
守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

①
地
域
の
大
人
が
仲
良
く
な
っ

て
、
情
報
交
流
・
相
談
を
し

よ
う
。

②
民
生
委
員
さ
ん
、
主
任
児
童

委
員
さ
ん
な
ど
に
相
談
し
よ

う
。（
役
職
で
動
け
る
）

③
何
か
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
教
育

委
員
会
へ
電
話
な
ど
で
連
絡

し
よ
う
。

教育委員会
だより

児
童
虐
待
の
早
期
発
見　

　
　
　

児
童
虐
待
と
地
域
の
役
割
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羽島郡広域連合
�388・1195

消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
で
の

違
法
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

国民年金の加入手続きは
お忘れなく!!

［問合先］
　岐阜南社会保険事務所
　�273・6161

　６０歳未満で会社などを退職される（厚生年金などをやめられるとき）
かたは、１４日以内に役場の住民課保険年金係の窓口で、国民年金の加入
手続きをして、国民年金保険料を納めていただくことになります。
　なお、あなたに扶養されている配偶者（第３号被保険者）がいる場合
は、同様の手続きのうえ保険料を納めることになります。

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の

「
消
防
水
利
」
は
、
私
た
ち
消
防
隊

に
と
っ
て
命
と
も
言
う
べ
き
大
切

な
水
源
で
す
。
消
防
署
で
は
、
定

期
的
に
消
火
栓
な
ど
を
調
査
し
て
、

水
源
の
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
こ
の
消
火
栓
付

近
に
駐
車
す
る
車
が
非
常
に
増
え

て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は

消
防
自
動
車
が
水
利
か
ら
水
を
取

る
こ
と
が
出
来
ず
、
放
水
出
来
な

か
っ
た
り
、
火
災
現
場
へ
の
到
着

が
遅
れ
て
火
災
が
延
焼
、
場
合
に

よ
っ
て
は
、
尊
い
人
命
や
貴
重
な

財
産
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た

め
道
路
交
通
法
で
は
次
の
場
所
で

の
駐
車
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

・
消
火
栓
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内

の
部
分

・
防
火
水
槽
の
側
端
ま
た
は
こ
れ

の
道
路
に
接
す
る
出
入
り
口
か

ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分

・
指
定
消
防
水
利
の
標
識
か
ら
５

メ
ー
ト
ル
以
内
の
部
分
（
指
定

水
利
に
は
、
プ
ー
ル
、
池
、
井

戸
、
河
川
な
ど
が
あ
り
ま
す
）

・
そ
の
他
、
駐
車
車
両
の
右
側
の

道
路
上
に
３
・
５
メ
ー
ト
ル
以

上
の
余
地
の
な
い
狭
い
道
路

　

火
災
時
に
被
害
を
最
小
限
に
留

め
る
こ
と
が
出
来
る
か
否
か
は
、

早
い
現
場
到
着
と
消
防
水
利
の
確

保
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
は
他
人
事
で
は
な
く
、
い

つ
あ
な
た
に
襲

い
か
か
っ
て
く

る
か
分
か
り
ま

せ
ん
。

　

消
火
活
動
に

支
障
と
な
る
違

法
な
駐
車
は
絶

対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

厚 生 年 金 な ど に 加 入 し て い る と き

国民年金の第３号被保険者です。
●第３号被保険者の認定を受けている
期間は、配偶者の加入する年金制度
全体で負担していましたので、国民
年金保険料の納付は不要でした。

国民年金の第２号被保険者です。
●厚生年金保険料や共済組合掛金とし
て給料から天引きされていましたの
で国民年金保険料は個別に納めてい
ませんでした。

厚生年金などをやめたら

国民年金の
第１号被保険者となります。

国民年金保険料は、自己納付です

●国民年金保険料額（平成１６年度の額）
○定額保険料　１カ月 １３,３００円

○付加保険料　１カ月 　 ４００円（希望するかた）

※付加保険料は、定額保険料にプラスして納めるもので、

受け取る年金額が増やせます。

�

�
あなたは

扶養され
ている
配偶者は

あなたも 配偶者も
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●１７

　牛牧閘門は、宝暦７年にこの地を治める本田代官の川崎平右
衛門定孝の尽力により築造された樋門で、洪水時に長良川の水
が輪中内に逆流しないようにと設けられたものです。
　当時は木造で、その後改修が加えられて、現存するものは明
治４３年に、「タタキ工法」と呼ばれる工法で築造されたものです。
　タタキ工法とは、風化花崗岩に石灰を混ぜた目地土を使った
高度な左官技術で近代の産業遺産として貴重なものとなって
います。
［アクセス］●ＪＲ東海道本線穂積駅から「みずほバス牛牧・

十七条線線（右回り左回り共通）」にて「下畑」
または、「野白新田」下車徒歩１５分

［問合先］瑞穂市役所生涯学習課（�３２８・７２０７直通）

　

看
板
を
中
国
で
は 
招  
牌 
と
い
い
、
大

し
ょ
う 
は
い

阪
・
堺
の
商
人
が
こ
れ
を
真
似
て
使
い
、

商
売
が
繁
盛
し
た
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
形
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
安
時
代
の
『 
令  
義  
解 
』
の
「
開
市
の

り
ょ 
の
ぎ 
げ

条
」
に
「
市
で
は 
見  
世 
ご
と
に
店
名
を

み 

せ

書
い
た 
標 
を
建
て
る
」
と
規
定
さ
れ
て

し
る
し

い
ま
し
た
。

　

安
土
・
桃
山
時
代
こ
ろ
に
な
る
と
次

第
に
多
く
な
り
、
江
戸
時
代
に
入
る
と

看
板
の
最
盛
期
を
迎
え
、
小
ぶ
り
の
軒

先
下
げ
看
板
が
主
流
と
な
り
、
元
禄
年

間
（
一
六
八
八
〜
一
七
〇
四
）
以
後
、

商
業
の
分
化
に
つ
れ
て
次
第
に
大
型
化

さ
れ
、
遠
く
か
ら
も
眺
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
半
面
、
金
銀
箔

押
し
黒 
漆 
な
ど
の
も
の
が
出
現
し
て
、

う
る
し

禁
令
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

　

江
戸
中
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て

は
、 
洒
落 
て
凝
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
豊
か

し
ゃ
れ

な
庶
民
芸
術
と
い
え
る
よ
う
な
も
の
が

多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

看
板
の
形
式
に
は
、「
屋
根
看
板
」、

「
前
に
置
く
置
き
看
板
」、「
立
て
看
板
」、

「 
庇 
に
吊
る
す
下
げ
看
板
」「
夜
間
営
業

ひ
さ
し

用
の 
行  
灯 
看
板
」
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
ん 
ど
ん

　

看
板
の
表
示
様
式
は
、
①
実
物
看
板

（ 
苧
麻 
・ 
髢 
・
笠
な
ど
）、
②
実
物
模
造

ち
ょ
ま 

か
も
じ

（
糸
・
筆
・
扇
・
眼
鏡
・
矢
立
な
ど
）、

③
容
器
・
付
属
品
（
酢
・
薬
・
茶
・
砂

糖
な
ど
）、
④
商
品
と
関
係
あ
る
も
の

（
酒
屋
の
杉
玉
・
味
噌
屋
の 
切
匙 
な
ど
）、

せ
っ
か
い

⑤
※ 
判 
じ 
物 
（
櫛
屋
の
十
三
や
・
焼
芋

は
ん 

も
の

屋
の
十
三
里
半
な
ど
）⑥
文
字
看
板（
寿

司
・
氷
な
ど
）
の
六
種
類
に
分
類
さ
れ

ま
す
。
置
き
看
板
・
立
て
看
板
・
下
げ

看
板
は
店
が
開
店
と
同
時
に
外
に
出
し
、

閉
店
の
と
き
に
取
り
込
む
の
で
、
店
を

閉
め
る
こ
と
を
「
看
板
に
な
る
」
と
い

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
は
、
ペ
ン
キ
が
輸
入
さ
れ

て
各
種
色
彩
を
用
い
た
文
字
看
板
が
多

く
な
り
ま
し
た
。

　

資
料
館
で
は
、
桧
や
杉
板
に
墨
で
屋

号
や
売
り
物
を
書
い
た
看
板
、
金
箔
を

押
し
た
漆
塗
り
看
板
、
銅
板
看
板
、

ホ
ー
ロ
ー
看
板
な
ど
を
『
川
湊
を
中
心

と
し
た
商
工
業
の
歴
史
』
の
中
で
展
示

紹
介
し
て
い
ま
す
。

※ 
判 
じ 
物 
＝
看
板
な
ど
の
文
字
・
絵
に
あ
る
意

は
ん 

も
の

義
を 
寓 （
た
と
え
・
か
こ
つ
け
）し
て
そ
れ
を

ぐ

判
断
さ
せ
る
も
の
。

○「
十
三
や
」＝
九
四〔 
櫛 
〕屋
の
こ
と
。

く
し

○「
十
三
里
半
」＝
焼
き
芋
屋
の
看
板
で
九
里

〔
栗
〕四
里〔
よ
り
〕う
ま
い〔
上
だ（
半
）〕と

い
う 
洒
落 
で
あ
る
。

し
ゃ
れ

看 
板

�388-0161　�388-0185〒501-6052　笠松町下本町87笠松町歴史民俗資料館

瑞穂市　牛牧閘門

▲牛牧閘門
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広
報
ク
イ
ズ

　

次
の
質
問
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の
か
た
に

図
書
券
を
贈
呈
し
ま
す
。

問　

歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展
「
２

０
０
５
年
干
支
酉
年
展
」
は
１
月
４

日
か
ら
何
日
ま
で
？

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
問
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
１
月
末
日
ま
で
に
秘

書
広
報
課
広
報
ク
イ
ズ
係
ま
で
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。

　

当
選
者
は
広
報
か
さ
ま
つ
３
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

月
号
ク
イ
ズ
の
答
え

１１
　
　

月　

日

１１

１２

当
選
者　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

伊
藤　

將
、
加
藤
オ
リ
エ
、
成
瀬
悦
子

  
表　

紙

　

今
年
は
酉
年
で
す
が
、
干
支
の
由
来

の
縁
起
話
と
し
て
、「
鳥
」
は
人
に
時
を

知
ら
せ
る
動
物
と
あ
り
、「
と
り
」
は

﹇
と
り
こ
む
﹈
と
言
わ
れ
、
商
売
な
ど
に

は
縁
起
の
よ
い
干
支
で
あ
る
と
い
い
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

 大  野 　 倫 永   くん（大池町）

おお の のり よし
お な ま え は お な ま え は

 松  野 　 未 佑   ちゃん（田代）

まつ の み ゆう

大野安津・麻美さんの子 松野義弘・由香里さんの子
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まちの人口
平成１６年１２月１日現在　前月比 

人　口　２２,２５７人（増　３２）
　男　　１０,７１２人   （増　９）
　女　　１１,５４５人   （増　２３）

世帯数　　　　　　　　　
　 　７,６３５世帯 　　（増　２３）

平成１６年
１月１１日生やぎ座

平成１６年
１月６日生やぎ座




